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公益財団法人 日本卓球協会 2021 年度 第２回理事会 報告 
 

【日時】 
 2021 年 9 月 11 日(土)  12:58  ～ 16:09   
 
【場所】 
 東京･Japan Sport Olympic Square 8F・(公財)日本卓球協会事務局（web 会議） 
 
◎決議事項 
 第１号議案 専務理事提案 （星野専務理事） 

①スポーツガバナンスコード自己説明について    承認 
本提案は 2021 年度のもので 10 月末までに本協会 HP にて公表を行う。 
 

②会賓の追加について    承認 
会賓 坂井 一也 氏 （一般社団法人 日本肢体不自由者卓球協会会長） 
 

③役員候補者の選考等に関する規程の改訂について    承認 
役員候補者選考の際には、会長・副会長は役職も付記するものとする。 

  改訂部 
第 2条第 4項 （一部抜粋） 委員 7名の論拠を明確にする 
旧：委員は 7名とする。委員のうち 2名は外部有識者から、3名は女性から選任する。 
新：委員は 7 名とする。委員のうち評議員から 2 名、名誉役員を含む有識者から 5

名とし、7名のうち少なくとも 3 名は女性から選任する。 
 

第 5 条第 1項第 1号 （一部抜粋） 会長・副会長の重責等に鑑み、従来の規定に戻す 
旧：役員候補者は、改選年度の 4月 1日現在においてその年齢が 70 歳以下であること。 
新：役員候補者は、改選年度の 4月 1日現在においてその年齢が 70 歳以下であること。

但し、会長、副会長候補者は、上記において 75 歳以下であること。 
 

第 12 条 （一部抜粋） 他の規程同様に条項でなく附則とし、本提案分を加える 
旧：〔施行〕第 12 条 本規程は、2021 年 6 月 5 日から施行する。   
新：附則  本規程は、2021 年 6 月 5 日から施行する。 

2  本規程は、2021 年 9 月 11 日に一部改訂、2021 年 9 月 11 日から施行する。 
 

④役員候補者選考委員について    承認 
 

⑤叙勲の推薦について    承認 
 

⑥メダル獲得者報奨金について    承認 
本協会基本規程第 10 章第 2節に規定されたとおり選手は第 117 条、監督は第 118 条
により授与する。また、金メダルを獲得した混合ダブルスの指導にあたっていた田㔟
邦史コーチと強化スタッフの約 70 名は、第 109 条第 6 号に該当することから第 111
条に規定された副賞を授与する。 

 
 第２号議案 事業部提案 （金﨑常務理事） 

①2022 年度大会日程・開催地について    承認 
全国大会の移動で各ブロック・都道府県大会も移動しなければならず、強化部からも
同時期開催の要望がある。全国大会開催日に若干の移動があっても締切日はご対応い
ただいており待つことはできない。 
 

②2022 年度大会の新型コロナウイルス対策について    承認 
1.本年度と同様に通常開催の予定で大会要項を作成し、「大会要項変更・参加枠及び
開催可否」について大会 6ヵ月前頃からプロジェクトチームを組み協議する。その
結果は理事会に諮り承認を得て大会 5ヵ月前頃に「大会要項変更の有無・参加枠変
更の有無及び開催可否」を発表する。 

2.PCR・抗原検査について 
12 月の第 3回理事会で協議を行いたい。 

 
・本年度の全日本卓球選手権大会(マスターズの部)について 
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③2021 年度大会について    承認 
1.大会中止の基本的な考え方 
基本的には主管地自治体の指導に従い新型コロナウイルス感染予防に努め安全な
大会開催を目指すものとする。                    追記部 
①主管地の自治体より体育館使用禁止 
②主管地の自治体より大会中止要請または自粛要請 
③主管地協会(連盟)からの中止申し入れ 
④全国に緊急事態宣言・まん延防止等重点措置が発令された場合、その期間中に開

催する大会 
⑤多くの加盟団体が予選会を実施できず、選考もできなかった。それにより不参加

の加盟団体が多くなった。 
2.体調管理シート記載期間内・大会期間中に陽性者または感染が疑われる選手が発生
した場合の対応について 
①団体戦…チーム内で 1 名でも陽性者・感染が疑われる選手等が生じた場合、その

チームは出場できない。全国中学選抜卓球大会はプロジェクト会議で検
討する。 

②個人戦…陽性者・感染が疑われる選手は出場できない。また、陽性者・感染が疑
われる方と同一行動をした選手も出場できない。 
※感染が疑われる選手について 
ア.大会前日までに保健所から濃厚接触者ではないと判断された場合

は出場できる。 
イ.大会期間中は保健所の濃厚接触者判断を待つことは時間的に難し

いので、感染の疑いがある場合は出場できない。 
③体調管理シート記載期間内にワクチン接種の副反応で 37 度 5 分以上発熱した場

合は余白に接種日を記載する。また、医療機関でもらった接種証明書（コピー可）
を持参する。 

 
④全国ﾚﾃﾞｨｰｽ卓球ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、全日本ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球選手権大会要項について    承認 

1.第 24 回全国レディース卓球フェスティバルは中止する。 
2.全日本ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球選手権大会要項等変更について 
 

 第３号議案 財務部提案 （安西常務理事） 
①2021 年度第二次補正予算について    承認 

第二次補正予算は、経常収益合計 1,289,299 千円、経常費用合計 1,299,836 千円、当
期経常増減額は、▲10,537 千円の赤字となり、内訳は公益目的事業会計▲36,632 千
円・法人会計 26,095 千円で、一次補正予算▲16,132 千円から、5,595 千円の赤字減
額となった。 

 
 第４号議案 総務部提案 （加藤常務理事） 

①90 周年功労者表彰について    承認 
本協会基本規程第 10 章第 1節表彰に則り、表彰状または感謝状、90 周年記念誌なら
びに記念品を贈呈する。 
1)加盟団体からの推薦者 ［基本規程 109 条第 2 項］ 
2)日本卓球協会ｵﾌｨｼｬﾙｽﾎﾟﾝｻｰなど、協賛・協力企業、団体、個人 ［基本規程 110 条］ 
3)ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾒﾀﾞﾘｽﾄおよび世界選手権大会金ﾒﾀﾞﾘｽﾄ［基本規程 109 条第 6 項］ 
 

第５号議案 強化部提案 （宮﨑常務理事） 
①パリオリンピック選考基準の考え方②について    承認 

先の理事会で承認された考え方の更新版で、選考会の日程や詳細説明等を加えたもの
である。 
 

②会長杯・ジャパントップ 12 大会名称変更について    承認 
本大会は名称を変更してパリオリンピックに向けての選考会へ引き継ぐ。 
 

③パリオリンピックに向けての選考会スタートについて    承認 
(1)大会趣旨は、日本式の強化システムを講じたいものである。 

WTT との重複をなるべく避け、国際大会には全試合出場する努力を行う。 
(2)ポイント付与は、選考対象期間スタート時に全員が 0 ポイントから始まり、2 年

間のポイント数上位 2 名をシングルス代表候補者とする。 
(3)大会協賛、放映権については強化本部にご一任いただきたい。 
(4)会場募集については、候補地の条件等を事務局にお申込みいただきたい。 
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その他 
・2022 世界卓球選手権大会(団体戦)男女日本代表選手選考の考え方 
・第 19 回アジア競技大会卓球競技男女日本代表選手選考の考え方 
・パリオリンピック選考会選出基準(案)について 

 
④次期監督推薦プロジェクトからの報告について    承認 

・次期女子ナショナルチーム監督：渡辺 武弘 氏(新任) 現女子 NT ﾍｯﾄﾞｺｰﾁ 
・次期男子ナショナルチーム監督：田㔟 邦史 氏(新任) 現男子 NT ｺｰﾁ､男子 JNT 監督 
・監督の任期：2025 年 3 月 31 日 
・兼業の条件：NT 関係選手を有しない企業／学校等の社員等の場合は認める。 

関係性が疑われる場合は専務理事判断で選考会議等の離席を命じる
ことがある。 
 

 第６号議案 その他 
①日本卓球ルール改定について （蓑島常務理事）    承認 

2020 年 1 月 1 日の国際卓球連盟のルール改定のうち、施行日を 2021 年 10 月 1 日と
する改定を受けた国内のルール改定である。 
公布年月日：2021 年 9 月 17 日     改定年月日：2021 年 10 月 1 日 
 

◎報告事項 
 １．専務理事報告 （星野専務理事） 

①アクションプラン進捗状況について 
4-1   デジタルの最大活用（星野専務理事） 
その他  90 周年記念事業（加藤常務理事） 

 
②T リーグ関連について （宮﨑常務理事） 

1.T リーグの決算見込みについて 
2.T リーグ年間スケジュール予定 
3.11 月 6 日(日)東京都北区役所との共同イベント開催 
4.T リーグ試合前に、地元サービスの目的でミニ卓球講習会開催実施 
5.オリンピック使用台(試合用／練習用)の全国配布について 

 
③評議員からの質問について 

1.「年 4 回の理事会の事前配布資料を評議員にも発送することの提案」について 
2.強化副本部長の選出に関する質問 
3.障がい者団体からの意見の取り上げ方法について 
4.理事会構成人数（減員）の具体的根拠 
5.ナショナルチーム監督の公募について 

 
 ２．事業部報告 （金﨑常務理事） 

①三重国体について 
 
②第一三共ヘルスケア・レディース 2021 第 35 回中国ブロックﾚﾃﾞｨｰｽ卓球大会は中止。 
 
③岐阜県で開催予定の全国健康福祉祭(ねんりんピック)は中止。 

 
 ３．強化部報告 （宮﨑常務理事） 

①2022 年全日本選手権大会への推薦選手について 
 
 ４．普及部報告 （水島常務理事） 

①10 段贈呈について 
段級制規程第 6 条に則り戦績 10 段を贈呈する。 
・水谷  隼 選手（東京 2020 オリンピック混合ダブルスで優勝） 
・伊藤 美誠 選手（東京 2020 オリンピック混合ダブルスで優勝） 
 

 ５．国際部報告 （前原副会長） 
①国際部報告 

1.東京オリンピック競技会について 
男子団体    水谷 隼 選手／丹羽 孝希 選手／張本 智和 選手   3 位 
女子団体    石川 佳純 選手／伊藤 美誠 選手／平野 美宇 選手  2 位 
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女子シングルス 伊藤 美誠 選手                  3 位 
混合ダブルス  水谷 隼 選手／伊藤 美誠 選手           1 位 

2.2021 年世界選手権大会および ITTF 年次総会（AGM）について 
3.2021 年アジア卓球選手権大会およびアジア卓球連合（ATTU）総会について 
4.ITTF/理事会（BoD）への JTTA 提案について 
 

  ５．事務局より （事務局長） 
①事務局報告 

(1)今後の会議等予定 
9 月 12 日(日)に本協会スポンサー（トップパートナー及びオフィシャルサプラ
イヤー）対象で東京オリンピック報告会を開催する。 
 

 
 以上 


